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お
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ざ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迦
え
の

こ
と
と
、
心ヽ
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
村
行
政
に
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ

き
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返

っ
て
み

ま
す
と
日
本
経
済
は
不
況
の
長
い

ト
ン
ネ
ル
か
ら
い
ま
だ
抜
け
だ
せ

ず
、
そ
れ
に
伴
う
景
気

の
低
迷
は

失
業
者
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、昨
年
は
日
本
政
府
並
び
に
、

各
自
治
体
の
財
政
悪
化
を
理
由
に
、

全
国
各
地
で
市
町
村
合
併
の
議
論

が
高
ま
り
、
地
方
分
権
時
代

の
む

ら
づ
く
り
を
考
え

て
も
、
深
刻
化

す
る
財
政
危
機
を
考
え

て
も
、
市

町
村
の
根
本
的
な
改
革
が
今
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
＞」
の
よ
う
に
全

国
的
な
合
併
の
う
ね
り
の
中
で
本

村
に
も
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
て

六
年
ま
で
の
間
、
総
事
業
費
約
入

億
円
を
か
け
て
城
跡
周
辺
の
駐
車

場
及
び
、
交
流
セ
ン
タ
ー
等

の
整

備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
面
の

事
業
も
順
調
に
そ
の
成
果
を
納
め

つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
村
は
、
＞」
れ
ま
で
行
わ
れ
て

き
た
諸
施
策

の
実
績
を
踏
ま
え
、

新
た
に
策
定
さ
れ
た
今
帰
仁
村
第

三
次
総
合
計
画
「基
本
構
想
」
及
び

「前
期
基
本
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ

た
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
く
と
と

も
に
、
今
後
予
測
さ
れ
る
高
齢
化
、

高
度
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
に
も

十
分
対
応
し
得
る
行
政
運
営
を
実

施
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
村
民
を
は
じ

め
、
村
議
会
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
迎
え
ま
し
た

申
年
が
皆
様
に
と

つ
て
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
た
実
り
多
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
康

と
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ

つ
と

い
た

し
ま
す
。

お
り
、
＞」
れ
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

合
併
決
定
の
主
役
は
村
民
で
あ
り
、

村
民
と
の
議
論
を
深
め
な
が
ら
、

本
村
の
将
来
像
を
見
据
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
現
在
、
古
宇

利
架
橋
、
運
天
港
、
今
帰
仁
城
跡
な

ど
の
村
の
三
大
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
の

早
期
実
現
に
向
け
て
順
次
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

古
宇
利
架
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
十
七
年
の
完
成
を
目
標
に
工

事
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
運
天
港
に
お
き
ま
し
て
も
平

成
八
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
た

伊
是
名
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
が
平
成
十

五
年
に
供
用
を
開
始
、
引
き
続
き
、

伊
平
屋
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
の
整
備
も

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
今
帰
仁
城
跡
は
、
北
部
振
興

事
業
に
よ
り
平
成
十
三
年
か
ら
十

r地方 時代を生き抜くご年あ
い頭
さ
つの
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村
の
活
性
化
に
向
け
て

村
内
八
カ
所
の
事
業
所
を
視
票

十
二
月
五
日
、
村
役
場
課
長
会

を
中
心
に
お

っ
ぱ
乳
業
や
共
栄
社

な
ど
村
内
人
力
所
の
事
業
所
の
視

察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財
政
の
硬
直
化
や
、
市
町
村
合

併
等
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

中
、村
内
事
業
所
の
現
状
を
把
握
し
、

こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
を
ど
う
展

開
し
て
い
く
か
、
地
域
活
性
化

の

検
討
材
料
と
し
て
大
き
な
意
味
を

も

つ
も

の
で
、
各
事
業
所
に
お

い

て
製
造
過
程
や
販
売
ル
ー
ト
等

の

ほ
か
、
一履
用
状
況
に

つ
い
て
の
説

明
を
う
け
ま
し
た
。

仲
里
吉
徳
村
長
は
団
二
か
な
村

づ
く
り
を
目
指
し
、
今
回
の
事
業

所
視
察
を
地
域
の
活
性
化
に
活
か

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
事
業
所

の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
完
成
に
向

け
た
ワ
ル
ミ
架
橋
の
用
地
買

収
が
進
ま
ず
整
備
が
大
き
く

遅
れ
て
い
る
た
め
、
名
護
市

字
我
部
の
未
買
収
地
の
地
主
、

東
プ
レ
株
式
会
社
（本
社
、
東

京
都
）
野
田
貴
之
課
長
に
、
古

宇
利
大
橋
建
設
期
成
会
長
の

宮
城
博
政
さ
ん
が
協
力
文
を

「未
来
を
拓
く
豊
か
な
心
を
も
ち
、

実
践
す
る
兼
次

っ
子
」
を
テ
ー
マ

に
十

一
月
二
十
八
日
、
兼
次
小
学

校
で
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

兼
次
小
学
校
は
、
文
部
科
学
省
・

村
教
育
委
員
会
指
定
「
児
童
生
徒

の
心
に
響
く
道
徳
教
育
推
進
事
業

指
定
校
」
と
し
て
最
終
年
次

の
発

表
会
。
公
開
授
業
や
全
保

で
の
発

＞
駅
伝
の
素
晴
ら
し
さ
を

語
る
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

山
城
嘉
さ
ん

表
会
が
行
わ
れ
、
国
頭
教
育
事
務

所
管
内
の
教
育
関
係
者
や
保
護
者

約
百
四
十
人
が
参
観
し
た
。

一
年
か
ら
六
年
ま
で
す
べ
て
の

学
級
で
行
わ
れ
た
公
開
授
業
で
は
、

教
育
活
動
に
対
し
て
協
力
を
惜
し

ま
な
い
地
域
の
人
々
が
、ゲ
ス
ト
テ
イ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
参
加
。
郷
上
の
伝

統
芸
能
と
の
関
わ
り
や
、
す
ば
ら

し
い
沖
縄
の
海
の
保
全
な
ど
を
話

し
「
地
域

の
人
材
を
活
用
し
た
道

徳
学
習
」
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。

全
体
会
で
は
、
父
母
や
子
供
会

の
発
表
も
あ
り
諸
志
子
供
会
が
字

の
伝
統
芸
能
「
や
ぐ
ざ

い
」
を
披
露

し
た
。
国
頭
教
育
事
務
所
の
玉
城
節
子

指
導
主
事
は
「
子
供
た
ち
が
道
徳

の
授
業
は
楽
し
い
と
感
じ
た
こ
と

は
、
教
師
冥
利
に
つ
き
る
。
地
域
と

密
接
に
連
係
し
た
教
育
が
で
き
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

▲協力文を読み上げる宮城博政期成会長

作
業
内
容
な
ど
を
説
明
す
る

＜

湧
川
さ
ん
（右
、
湧
川
織
物
工
房
）

手
渡
し
た
。

県
土
木
建
築
部
は
、
平
成
十
六

年
度
に
古
宇
利
架
橋
、
平
成
十
人

年
度
に
ワ
ル
ミ
架
橋
の
完
成
を
目

ざ
し
て
、
整
備
を
進
め
て
い
る
が

当
初
計
画
よ
り
大
き
く
遅
れ
て
お

り
、
島

の
活
性
化
に
燃
え

て
い
る

島
民
が
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

兼
次
小
で
道
徳
教
育
の

研
究
発
表
会

「地
域
の
人
材
を
活
用
し
た

道
徳
教
育
を
実
践
」

ワ
ル
ミ
架
続
用
地
の
地
主
に

協
力
願
い

3広 報 な き じ ん 鬱oo4年)平成 16年 1月 1日



(2004年 )平成16年 1月 1日 広 報 な き じん 4

北
山
口
想
（嬬
）畜
霧
お
品

―
第
五
十

一
回
県
高
校
駅
伝
優
勝
の
感
慨
―

今
帰
仁
村
の
皆
さ
ん
　
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

新
年
号
で
す
の
で
　
お
め
で
た
つ

い
で
に
、
二
十

一
年
ぶ
り
の
県
大

会
優
勝
を
讃
え
、
往
時
を
振
り
返

り
つ
つ
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
を

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
十

一
月
十
四
日

村
の
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
優
勝
祝

賀
激
励
会
が
あ
り
、
連
絡
を
受
け

て
出
席
、
久
し
ぶ
り
に
こ
の
会
場

で
村
の
関
係
者
や
懐
か
し
い
面
々

と
対
面
し
、
話
は
大
い
に
弾
ん
だ
。

ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
家
ツ
キ
ジ
デ

ス
の
言
葉
に

「歴
史
は
繰
り
返
す
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
第
五
十

一
回

の
県
大
会
優
勝
祝
賀
会
に
、
五
十

年
前
の
第

一
回
大
会
で
優
勝
し
た

と
き
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人

。
大
村

光
洋
氏

（本
部
町
議

・
七
期
）
が
、

駅
伝
部
後
援
会
長
と
し
て
登
壇
し
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
全
国

へ
向
け

て
の
協
力
依
頼
を
述
べ
て
い
た
が
、

半
世
紀
を
隔
て
て

激
励
を
受
け
た

生
徒
た
ち
は
五
十
年
前
を
ど
う
受

け
止
め
た
の
か
。
私
に
は
伝
統
の

重
み
を
し
み
じ
み
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
。

思
え
ば
去
年
の

一
月

新
人
大
会

に
初
優
勝
し

「古
豪
」
の
健
在
を

県
下
に
示
し
、
弾
み
を
付
け
て

一

気
に

「都
大
路
」
に
つ
な
ぐ
本
大

会
に
優
勝
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の

五
十
年
の
間
に
は
も
う

一
つ
の
山

が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
第
二
十
九
回
、

運

天

政

一

二
十
回
大
会
に
お
け
る
連
続
優
勝

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
時

「都
大

路
」
を
走
っ
た
濱
里
正
己

（二
十

四
期
）
が
、
今
度
は
監
督
と
し
て

後
輩

（教
え
子
）
達
を

「都
大
隆

に
導
い
た
。
彼
が
果
た
し
た

「歴

史
を
つ
な
ぐ

一
里
塚
」
の
役
割
を

意
義
深
く
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て

私
が
校
長
で
赴
任
し
た

昭
和
六
十
年
頃
ま
で
は
、
こ
の
連

続
優
勝
の
名
残
が
あ
っ
た
。
駅
伝

部
は
夏
休
み
中
に
、
「都
大
路
」
を

目
指
し
て
古
宇
利
島
で
合
宿
、
私

も
そ
の
状
況
見
聞
に
島
を
訪
ね
た

思
い
出
が
あ
る
。
こ
の
年
は
陸
上

の
記
録
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。
男
子
で
は
久
田
浩
也

（村

議

・
三
十
人
期
）
が
百

。
三
百
で

優
勝
、
女
子
で
は
三
輪

（現
姓

・

比
嘉
）
直
美

（二
十
人
期
）
が
百

・

三
百

・
四
百

・
同
リ
レ
ー
の
四
冠

を
な
し
遂
げ
て
、
女
子
は
総
合
優

勝
を
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
こ
の
濱
里
正
己
と

比
嘉

（現
姓

。
大
城
）
昭
子

（三

十
四
期
）
の
二
人
が
教
育
実
習
生

と
し
て
母
校
の
教
壇
に
立

っ
た
。

今
で
も
深
く
印
象
に
残

っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
の
二
人
が
来
て
放
課

後
の
陸
上
部
の
練
習
が
見
違
え
る

ほ
ど
変
わ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
生

徒
の
練
習
に
馬
力
が
か
か
り
、
入

れ
込
み
方
に
輝
き
を
増
し
た
の
で

あ
る
。
実
績
を
も

つ
先
輩
二
人
の
、

現
役
教
師
に
勝
る
影
響
力
を
強
烈

に
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に

昨
今

の
大

城
昭
子
は
豊
見
城
南
高
校
の
十
二

連
覇
を
阻
み
、
名
護
高
校
に
女
子

駅
伝
の
連
続
優
勝
を
も
た
ら
し
た
。

今
度
も
二
連
覇
で
勝
利
し
、
北
山

と
名
護
が
北
山
Ｏ
Ｂ
同
期
生
同
士

の
両
監
督
の
も
と
、
駒
を
揃
え
て

「都
大
路
」
に
行
け
な
か
っ
た
の

は
い
か
に
も
残
念
で
あ

っ
た
。
年

頭
に
あ
た
り
大
城
昭
子
監
督
の
捲

土
重
来
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

去
る
祝
賀
激
励
会

で
も
話
題
に
な

っ
た
こ
と
だ
が
、

今
北
山
高
校
で
は

「
一
生
懸
命
が

か
っ
こ
い
い
」
を
合
言
葉
に
、
勉

学
に

ス
ポ
ー
ツ
に

自
治
的
な
諸

活
動
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。
大

変
結
構
な
こ
と
だ
。
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。
だ
が
世
情
を
見

る
に
、
不
登
校
は
低
年
齢
化
し
、

青
少
年
犯
罪
は
増
え
る

一
方
で
あ

る
。
思
う
に

一
生
懸
命
に

（な
り

た
く
て
も
）
な
れ
な
い
青
少
年
が

増
え
て
き
て
い
る
。
何
故
な
れ
な

い
の
か
。
い
ろ
い
る
事
情
が
あ
る

う
が
、
自
分
の
命
を
懸
け
て
、
青

春
を
懸
け
て
取
り
組
め
る
も
の
が

な
い
、
懸
け
る
も
の
に
出
会
え
な

い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
だ
け
に

「
一
生
懸
命
が
か

っ
こ
い
い
」
が
合
言
葉
に
で
き
る

北
山
高
校
生
諸
君
は
頼
も
し
い
限

り
で
あ
る
。
特
に
駅
伝
部
の
諸
君

に
は
郷
里
の
諸
先
輩
方
が
築
い
て

く
れ
た
最
良
の
環
境

・
高
校
駅
伝

公
認
コ
ー
ス
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

こ
れ
で
走
ら
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か

と
い
う
心
意
気
で
、
青
春
を
懸
け

て
走

っ
て
ほ
し
い
、
と

一
老
先
輩

は
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

大城昭子監督 濱里正己監督
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天
底
小
の
児
童
ら
が

今
年
も
海
涙
を
清
掃

地
域
の
海
岸
を
み
ん
な
で
き
れ

い
に
し
よ
う
と
天
底
小
学
校

（日

高
修
校
長
）
の
子
ど
も
た
ち
が
十

一
月
二
十
五
日
、
運
天
区
の

「
ク

ン
ジ
ヤ
ー
浜
」
で
清
掃
作
業
を
行

っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
ほ
か
、
父
母
や

職
員
ら
も
参
加
。
約
百
八
十
人
が

浜
や
道
路
沿

い
の
空
き
カ
ン
や
ゴ

ミ
を
拾
い
集
め
た
。

運
天
区
の
渡
久
山
克
幸
区
長
は
、

「海
岸
が
き
れ
い
に
な
り
、
県
外

か
ら
も
参
加
す
る
ス
イ
ム
レ
ー
ス

大
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
、
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
し
た
。

作
業
の
途
中
、
浜
の
上
空
に
第

十

一
管
区
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
と

つ
ぜ
ん
現
れ
、
激
励
文
を
投
下
、

子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
る
演
出
も

あ

っ
た
。

Υ

,

渡喜1三区

北風の中、元気にゴミを拾う子供たち

金城彩織さん

区民が

全国大会出場の

憂さんを激励

豊
見
城
南
高
校
駅
伝
部
で
活
躍

し
、
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場

す
る
与
那
嶺
愛
さ
ん

（渡
喜
仁

一

一
三
二
）
の
激
励
会
が
十
二
月
五

日
、
渡
喜
仁
区
公
民
館
で
開
か
れ

た
。愛

さ
ん
は
同
区
で
畜
産
を
営
む

与
那
嶺
篤
哉
さ
ん
の
次
女
。
激
励

会
に
は
区
民
ら
お
よ
そ
五
十
人
が

か
け
つ
け
、
石
川
清
友
区
長
は

「
一

年
生
で
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

の
は
す
ご
い
こ
と
。
全
国
レ
ベ
ル

の
選
一手
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送

っ
た
。

高
校
入
学
後
に
力
を

つ
け
て
き

た
愛
さ
ん
は
、
県
大
会
で
四
区
を

走
り
区
間
賞
を
獲
得
。
豊
見
城
南

高
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

＞
「せ
い
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
」
と

話
す
与
那
嶺
愛
さ
ん

今
爆
仁
中
の

金
城
さ
ん
と
宮
里
さ
ん
を
表
彰

二
〇
〇
三
年
度

「高
校
生

。
中

学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
の
表

彰
状
の
伝
達
式
が
十
二
月
二
日
、

今
帰
仁
中
学
校
で
行
わ
れ
た
。

こ
の

「作
文
」
は
中
高
生
に
税

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
が
毎
年
募
集
し
て
お
り
、
今

年
は
今
帰
仁
中
学
校
か
ら
百

一
編

の
応
募
が
あ
っ
た
。

税
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
者
は
次

の
と
お
り

〔県
納
税
貯
蓄
組
〈
塁
医
只
蚕

脂⊆
歪
口邑

金
城
　
彩
織
（今
中
三
年
）

〔北
部
納
税
貯
蓄
組
合
、
組
合
長
賞
〕

宮
里
　
悠
（今
中
三
年
）

〔租
税
教
育
推
進
校
〕

名
護
税
務
署
長
賞
、
感
謝
状

今
帰
仁
中
学
校

宮里悠さん

葬ギ椙騨】 ;1‐ 1.寺

と こ
イ
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納
税
優
良
の

十
三
カ
字
を
表
彰

税
金
の
納
付
に
優
秀
な
成
績
を

上
げ
た
字
を
表
彰
し
、
税
に
対
す

る
認
識
を
深
め
よ
う
と
、
十

一
月

二
十
日
、
平
成
十
五
年
度
納
税
表

彰
式
が
村
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
。

村
内
各
字
の
区
長
や
関
係
者
が

見
守
る
中
、
仲
里
吉
徳
村
長
か
ら

優
秀
な
字
に
対
し
て
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
村
県

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

＞

六
年
連
続
百
％
納
付
の

運
天
区

村

納

税

表

彰

式

の
三
税
に
つ
い
て
百
％
納
付
の
あ
っ

た
崎
山
、
越
地
、
渡
喜
仁
、
運
天
の

四
カ
字
と
九
十
五
％
以
上
を
達
成

し
た
兼
次
、
与
那
嶺
、
仲
尾
次
、
呉

我
山
、
天
底
、
勢
理
客
、
上
運
天
、
古

宇
利
の
人
力
字
。

ま
た
、
「
税
の
作
文

・標
語

コ
ン

ク
ー
ル
」
に
は
、
作
文
の
部
に
百
四

十
人
点
、
標
語
の
部
に
二
百
五
十

二
点
の
応
募
が
あ

っ
た
。

今
月
号
で
は
作
文
の
部
で
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
紹
介

い
た

し
ま
す
。

ユ
年

小
諄
午

”
ｋ

公

ユ
年

今
帰
仁
中
学
校
　
一二
年

一暴
　
陽
　
梨
　
江

税
と
い
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
な
種

類
が
あ
り
、
多
く
の
義
務
や
役
割

が
あ
り
ま
す
。
お
金
を
稼

い
だ
と

き
に
か
か
る
所
得
税
、
物
を
買
う

と
き
に
か
か
る
消
費
税
、
貯
め
た

お
金
や
家
、
土
地
に
か
か
る
資
産

税
な
ど
で
す
。
多
く

の
税
と

の
か

か
わ
り
の
中
で
私
達
が
日
常
生
活

の
向
上
、
血
ユ
か
で
安
全
な
暮
ら
し

を
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
新
聞
の
中
に
、
県
内
の

納
税
環
境
は
復
帰
当
時
と
比
較
す

れ
ば
格
段
と
良
く
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
沖
縄
県

の
国
税

の
滞
納

率
は
依
然
と
し
て
全
国
よ
り
高

い

水
準
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

私
達
の
社
会
は
、
私
達
自
身
が
平

等
に
負
担
を
分
か
ち
合
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

今
、
世
の
中
は
大
き
な
企
業
で

も
倒
産
し
た
り
と
不
安
定
で
、
と

て
も
不
況

の
中
に
あ
り
、
失
業
し

て
い
る
人
も
多

い
と

い
う
こ
と
で

す
。
今
の
厳
し
い
現
実
の
中
、
社
会

を
支
え
る
べ
き
人
が
働
く
場
が
な

く
て
は
、
税
金

の
滞
納
も
増
え
る

一
方
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
つ

て
、
義
務
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

も
し
、
税
を
納
め
な
け
れ
ば
ど

う

い
う
社
会
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

暮
ら
し
の
安
全
な
治
安
維
持
、
病

気
や
ケ
ガ
の
手
当
て
が
十
分
に
で

き
な

い
。
道
路

の
整
備
が
で
き
な

い
な
ど
、そ
ん
な
不
便
な
生
活
が
待
っ

て
い
る
と
思
う
と
、
今

の
生
活
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
は
、
学
生
な
の
で
、
両
親
が
納
め

る
税
金
、
多
く

の
人
々
が
納
め
た

税
金
が
あ

っ
て
こ
そ
充
実
し
た
学

校
生
活
が
送
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
教
科
書
や
校
舎
な
ど

の
建
築
費
な
ど
私
達
が
気
づ
か
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
多
く
の
税
金

を
使

っ
て
、
協
力
し
合

い
支
え

て

い
る
の
で
す
。
中
で
も
、
最
近
で
き

た
私
達
の
学
校
も
多
く
の
税
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
校
舎
や
体
育
館
、

備
品
な
ど
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
学
べ
る

こ
と
を
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、少
子
高
齢
化
社
会
を
向
え
、

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
考
え
た
時
、

今
、
私
達
が
税

へ
の
義
務
と
役
割

り
な
ど
に
理
解
を
し
め
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
住
み
よ
い
社
会
を
得

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
男
女
が

平
等
に
働

い
て
、
税
金
を
納
め
て

い
ま
す
が
、
今
、
納
め
て
い
て
も
、

自
分
達
の
将
来
が
保
障
で
き
る
か

ど
う
か
不
安
に
な
る
人
々
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
中
に
は
、

納
め
な
く
て
も
い
い
と
い
う
よ
う

な
考
え
の
人
々
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
達
は
生
活
を
し
て

い
く
う
え

で
、
回
り
と
の
か
か
わ

り
や
健
康
、
福
祉
な
ど

い
ろ
ん
な

事
に
か
か
わ
り
合

っ
て
生
き
て
い

ま
す
。
税
を
納
め
て
こ
そ
、
一
人
前

の
社
会
人
と
い
う
意
識
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
税
金
は
、
人
と
人
と

の
支
え
合
い
で
成
り
立

っ
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
思
い
や
る
心
を
も

っ

て
、
気
持
ち
よ
く
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
い
社

会
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

▲作文・標語コンクールの表彰式も行われた

『支
え
合
う
暮
ら
し
』
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仲
宗
根
手
Ｅ
と
，

久
し
ぶ
り
お
優
酪

中
高
年
者

の
健
康
増
進
と
、
地

域
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
村
運
動
公

園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
二
十

一
回
村
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
十

一
月
二
十
三
日
、
一
一十
六
日

の
両
日
行
わ
れ
た
。

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
今
大
会

は
、
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、

予
選
リ
ー
グ
か
ら
試
合
が
は
じ
ま
っ

た
。Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
兼
次
と
今
泊

ミT卜
't▼葛υ気を

優腑
村パレーボールカーニパル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
、
底
辺
拡
大
を
め
ざ
そ
う
と
村

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
カ
ー

ニ
バ
ル
含
打

体
協
主
催
）
が
十

一
月
三
十
日
、
村

民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
、
「ず
ん
ぐ
り
む

っ
く

り
」
や
「
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
」
な
ど

ユ

ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム
名
の
人
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

予
選
リ
ー
グ
を
制
し
て
決
勝
戦

に
コ
マ
を
進
め
た
の
は
、金
城
ミ
ー

ト
と
両
運
天
ピ

ン
ク
パ
ン
グ
。
パ

ワ
ー
に
勝
る
金
城
ミ
ー
ト
が

一
セ
ッ

ト
を
お
と
し
た
も
の
の
両
運
天
を

下
し
て
優
勝
を
飾

っ
た
。

＞
金
城
ミ
ー
ト
と
両
運
天
の
決
勝
戦

村
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
二
戦
全
勝
と
な
り
、
得
失
点
差

で
兼
次
が
決
勝
戦
に
進
出
。
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
仲
宗
根

の
み
が
全
勝

し
た
。

決
勝
戦
は
、
仲
宗
根
が
終
始
兼

次
を
圧
倒
し
、
十
三
対
ｏ
の
大
差

を

つ
け
て
久
し
ぶ
り
の
優
勝
を
完

封
で
飾

っ
た
。

各
賞
は
次
の
と
お
り

殊
勲
賞
、
伊
野
波
盛
明
（仲
宗
根
）

敢
闘
賞
、
玉
城
　
義
克
（兼
次
）

打
撃
賞

一
位
　
新
城

二
位
　
山
城

三
位
　
山
城

0

吉
成
（仲
宗
根
）

直
樹
（仲
宗
根
）

正
樹
（仲
宗
根
）

商
工
会
が
大
接
戦
の
末
、運
覇

村
各
種
団
体
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

村
内
の
各
種
団
体
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
と
お
し
て
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
第
二
十
六
回
村
各

種
団
体
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
十
二
月
二
日
、
村
運
動
公
園
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

今
大
会
も
十
人
で
プ
レ
ー
す
る

ス
ロ
ー
ピ

ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

採
用
。
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
を
制
し
て
決
勝
戦

に
進
出
し
た
の
は
去
年
に
つ
づ
き

商
工
会
対
農
業
委
員
会
の
対
戦
と

な

っ
た
。

決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
く
、
両
チ
ー

ム
と
も
無
得
点
の
ま
ま
延
長
に
突

入
。
特
別
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
三

点
を
う
ば

っ
た
商
工
会
が
必
死
に

ね
ば
る
農
業
委
員
会
を

一
点
に
お

さ
え
、
連
覇
を
か
ざ

っ
た
。

大
会
終
了
後
は
、
村

コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
懇
親
会
が
開
か

れ
、
今
大
会
の
幹
事
団
体
、
農
業

委
員
会
の
余
興
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
た
。

群rt.

再
）＾ｔど

翌
る

】
甲
ё

・
ど

一
・け

）

ｓ

Ｌヽ

Λ

ィヽマ

営 昇 遺 歴 口 際 シンが ノウム

1月 17日 (土)10:00～ 16:00(シンポジウム)
1月 18日 (日 )10:00～ 12:00(現場説明会)
会  場/名護市民会館
記念講演/元興寺文化財研究所理事長 坪井清足
記念講演/ボン大学文学部教授 ヨゼフ・クライナー ▲連覇を飾った商工会チーム



が
！
動
た
活
れ
の
さ
年
価
長
評

世
界
的
な
マ
ジ
シ
ャ
ン
、

セ
ロ
さ
ん
が
散
郷
を
訪
間

父
親
が
村
天
底
区
出
身
で
世
界

的
に
活
躍
し
て
い
る
マ
ジ
シ
ャ
ン

の
セ
ロ
さ
ん

（本
名

・
セ
ロ
高
山
）

が
十

一
月
二
十
七
日
、
村
役
場
を

訪
れ
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
。

セ
ロ
さ
ん
は
父
親
の
高
山
朝
博

さ
ん
ら
と
と
も
に
、
天
底
区
に
住

む
祖
母
の
マ
サ
子
さ
ん

（天
底

一

七
三
）
を
見
舞
い
な
が
ら
来
村
し

た
も
の
。

村
役
場
で

は
座
間
味
栄

立
村
議
会
議

長
ら
が
出
迎

え
、
セ
ロ
さ

ん
が
コ
イ
ン
や
カ
ー
ド
を
使
っ
た
世
界
的
な
マ
ジ

ッ
ク
を
披
露
す
る
と
、　
一
同
は
あ
ざ
や
か
な
手
さ

ば
き
に

「す
ご
い
！
」
と
驚
き
の
声
を
上
げ
た
。

芸
術
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ

っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
沖
縄
県

文
化
協
会
賞
の
功
労
賞
と
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
運
天
直
子
さ

ん

（仲
宗
根
）
と
営
山
弘
子
さ
ん

（平
敷
）
が
報
告
の
為
、
村

役
場
を
訪
れ
た
。

運
天
さ
ん
は
、
四
十
数
年
に
わ
た
り
琉
球
筆
曲
の
保
存
継
承

に
つ
と
め
、
営
山
さ
ん
は
、
永
年
書

道
文
化
の
向
上
発
展
に
尽
く
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
。

地
域
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
逼
天
さ
ん
は
、

「
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
賞
が
も
ら
え
た
。
う

れ
し
い
」
と
率
直
に
喜
び
、
営
山
さ

ん
は
、　
Ｆ
」
れ
か
ら
も
後
輩
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
」
と
語

っ
た
。

レ
運
天
さ
ん
と
営
山
さ
ん

（左
か
ら
）

介
護
保
険
料
の

徴
収
嘱
託
員
を

配
置

▲妙技を披露したセロさん (中央)

運天さんと営山さんが文化功労賞

仲宗根明美さん

平
成
十
五
年
四
月
よ
り
介
護
保
険
広

域
連
合
徴
収
嘱
託
員
と
し
て
、
仲
宗
根

明
美
さ
ん
を
配
置
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
の
際
に
は
、

よ
る
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看護師募集
只今村では、国保の助成による健康づくり事業を実施してい

ますが、事業に協力できる看護師を募集しています。健康づく

りに興昧がある方はどなたでも構いません。一緒に活動してみ

ませんか ?

内容 :訪間指導、健康相談、その他

O問い合わせ先 :◆帰仁村保健センター 電話 (56-1234)

1月 10日は
110番の日です。
WO番 ためらわずすばやく

い
ど

があったのか
つ。どこで
んな様子か

住所・名前
を

※携帯電話からの110番も出来ます。
※障害者の方のメー′

"10番
もあります。

※相談ごとは#9110

本部署今帰仁交番

2004 簡書白流パドミプ静ゾ大察
日 時:1月 18日 (日 )午前 9:30～

場 所:今帰仁村民体育館

種 目:チビッコの部 (小学生)3組
(ダブルス)
ジュニアの部(小学高学年～中学生)12組

一般の部(高校生以上)12組

スペシャルの部(経験者)8組
※定員に達し次第締め切ります

参加料:一般 (高校生以上)ペア500円

小学生 (中学生)ペア300円 (保険料込み)

主 催 :総合型地域スポーツクラプ設立準備委員会

今帰仁村教育委員会・今帰仁村体育協会

申し込み締め切り判月16日 (金)まで

お問い合わせ:今帰仁村民体育館(56-5955)富里・上間

(2004年 )平成16年 1月 1日 広 報 な き じん 8



9 広 報 な き じん (2004年 )平成16年 1月 1日

【対象者】

下記の事項①～③のすべてに該当する方(,1外 として①～③のいずれか一つが欠けた場合でも④に該当する

方)が対象となります。

①世帯の年間収入額が生活保護基準以下であること

②市町村民税課税者に扶養されていないこと

③資産等 (自宅以外)を活用してもなお、生活が困窮している状態にあること

④その他、広域連合長が上記に準ずると認める者

命      0お ■らせ

【承認後の介護保険料】

今帰仁村 第 3ラ ンク

区  分         対 象 者          保険料率 保険料月額
第 1段階 ・生活保護受給者

基準額×O.5   2,617 1(
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税

(月 額単位 :円 )

第 2段階 世帯全員が住民税非課税            基準額×O.75

第 3段階 本人が住民税非課税              基準額

第 4段階 本人が住民税課税で前年所得額が200万円未満の方 基準額×125

第 5段階 本人が住民税課税で前年所得額が200万円以上の方 基準額Xl.5

【申請に必要なもの】

○持参 していただくもの

。印鑑 (認印可)

・年金支給通知書等 (年金額が確認できるもの)

・被保険者の世帯全員の預金、貯金通帳

・有価証券

・身体障害者手帳

・加入している健康保険証

・ご本人及び世帯に働いている方がいる場合

給与証明、また事業をしている場合は所得

の収支が確認できるもの

○市町村役場にて発行してもらうもの

・資産評価証明書 (資産がない場合は無資産

証明書)

【問い合わせ先】

○沖縄県介護保険広域連合

T904-0197

沖縄県中頭郡北谷町北谷 2丁 目6番地 2

TEL 098-921-7802(業務課賦課徴収係)

村役場保険予防課 TEL56-2101

3,917

5,225

6,533

7,842

|

/1ど溢 |

i第瀾1黎暗の
保険料iへ●

,・

保層食料月額

1,308

2,617

※保険料の減額は、承認されたのち変更されます。(ただし、承認前の納期に係る保険料は減額されません。)

沖縄県介護保険広域連合
職員採用試験

職    種
候 補 者 数

従事する事務

受 験 資 ↑各

第一浚試験

受験申込方法

受 付 期 間

あ問い合わせ

一般行政職

若千名

介護保険|こ関する事務

保健師国家試験免許取得者又は

取得見込者

平成16年 2月 15日 (日 )

所定の申込用紙を平成16年 1

月 8日より沖縄県介護保険広域

連合事務所で交付します。郵送

も「可」

平成16年 1月 8日 (本 )～

平成16年 1月 28日 (水 )

沖縄県介護保険広域連合

総務課 098-921-7801
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健康づくりでさわやかな笑顔 自分の健康は自分で守ろう!!
○費 用 負 担  受診料の助成額は20,000円です。

越えた分は自己負担になります。

O健診委託機関 ①北部地区医師会病院 ②ひだか脳神経外科
③県立北部病院 ④宮里病院 ⑤今帰仁診療所

健診期間 平成 15年 10月 1日～平成 16年 2月 27日まで   申込期間 平成 15年 9月 18日 から予定人員に達するまで
し込みはできません。一般住民健診を受診した方は人間ドッ※ 間ドック・ ツク でき せん。

○対 象 者

○予定人員

国民健康保険加入者
30歳以上71歳未満 (老人医療受給者を除く。)

50名 (保険税完納世帯を優先とします。)

問合せ 村役場保険予防課 国民健康保険係電話56-2101(内線 124.126)

保健師
だより

水中運動数室が

終了 !

水
中
運
動
教
室
は
、
膝

痛
・腰
痛
で
お
悩
み
の
方
、

積
極
的
に
体
重
を
減
ら

し
た
い
と
考
え

て
い
る

方
の
た
め
の
教
室
で
す
。

こ
の
教
室
の
特
徴
は
、

水
中
運
動
だ
け
で
な
く
、

よ
り
効
果
的
な
生
活
習

慣

の
見
直
し
が
出
来
る

よ
う
、
栄
養
に
つ
い
て
の

講
話
・食
事
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
も
二
十
六
名

の
参
加
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

週

一
回
、
約
四
ケ
月
の

教
室
を
無
事
、
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

▲理学療法士による膝・腰痛のお話

感   想
「膝の痛みが良くなり喜んでいます。」

「有意義な教室。一生の趣味にします。J

「楽しく教室に参加できた。」

「膝が痛かったが床に座れるようになった。」

▲栄養士が一人一人へ食事のアドバイス

▲プールでは水中ウォーキング・体操を楽しく実施 !

体の変化

・膝・腰の痛みの軽減 9名
・体調が良くなった  8名
・体重が減った    7名

などなど―・。

教
室
に
参
加
さ
れ
た

方
か
ら
の
感
想
や
体

の

変
化
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

教
室

は
終
了
し
ま

し

た
が
、
今
年
度

の
参
加
者

に
は
、
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人

で
水
中
運
動
を
継

続
さ
れ
て
る
方
も

い
ま
す
。

健
康
づ
く
り

の
た
め
、
マ

イ
ペ
ー
ス
で
今
後
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

亀
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2004年 1 月/睦月
21水○元旦 ○漁民レクレーション

2 金 ○第26回新春ロードレース大会 (800受付 ,aoo開会式) 22木 ○旧正月

3 23金
セヽ ― る

上
○おもちゃ図書館 (900～ 1多 00コ ミセン) ODPr(1230～ )

セヽ

24土○成人式 Oお もちゃ図書館 徹00～ 1多00コ ミセン)

5 月
6 火 ○村内小中学校始業式 26月 人駅伝大会 (lα 00ス タート運動公園)

7
○リハ

27火水
○心配ごと相談 (1よ 30～ 1630コ ミセン)

8 28水
リ

木
○心配ごと相談 (1舒 30～ 1630コ ミセン)

ポーツクラ コミセン

9 金 29木 ○デイケア

1 0 土 Oお もちゃ図書館 (aoo～ lzooコ ミセン) 30金
○乙羽朝市 (■ 00～ 中央公民館) 31土 ○おもちゃ図書館 (900～ 1み 00コ ミセン)

○新春もちつき大会 (1930～ 中央公民館)

13火 ○ゆい ― る 2004年 2月 //女日月

14水 ○心配ごと相談 13:30～ 16:30コ ミセン)

15木 ○ゆいま―る (今泊) 2 月 ○健康相談 (&30～ ■30

16金 3 火 ○ゆいま―る (与那嶺)

17土 ○おもちゃ図書館 (900～ 1み 00コ ミセン) 4 水
○リハビリ
○心配ごと相談 (1&30～ 1630コ ミセン)

ドヾミントン

5○ウォーキングの集い (■ 00～ 保健センター)
本
O区長会

19月 ○ゆい ―る (仲尾次 ) 6 金 ○麻疹 (1多 30～ )

20火 ○ゆいま―る (運天) 7 土 ○おもちゃ図書館 徹00～ lZ00コ ミセン)

ヂ
」

寄
　
付

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

Ｏ
上
地
完
誠
さ
ん
（天
底
四
六
三
）
よ
り
母
、
ウ
ト
様
の
香

典
返
し
と
し
て
五
万
円

Ｏ
上
間
敏
雄
さ
ん
（崎
山
三
人
四
）
よ
り
母
、
静
子
様
の
カ

ジ
マ
ヤ
ー
祝
い
返
し
と
し
て
十
万
円

○
大
城
武
雄
さ
ん
（平
敷
三
六
）
よ
り
母
、
花
子
様
の
香
典

返
し
と
し
て
十
万
円

○
玉
城
悦
子
さ
ん
（古
宇
利
六
九
）
よ
り
母
、
田
港
フ
ミ
様

の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

○
玉
城
信
雄
さ
ん
（越
地
五
六
三
）
よ
り
父
、真
盛
様
の
香

典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
嘉
数
時
子
さ
ん
久
７
泊

一
五
七
）よ
り
夫
、
安
喜
様
の
香

典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
花
の
和
今
帰
仁
教
室
（天
底
四
三
）
よ
り
、

文
化
祭
で
の
作
品
販
売
の
売
上
金
か
ら

一
万
五
千
円

村
育
英
会

ヘ

○
大
城
武
雄
さ
ん
（平
敷
三
六
）
よ
り
母
、
花
子
様
の
香
典

返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

幸6∬野纂摯
禁ιV

期  日 1月 18日 (日 )
(毎月第3日曜日開催 )

集合 受付 午前フ時、保健センター
・スター ト 午前フ時 15分
・距  離 約3km～ 8km
・解  散 午前9時
※注  意 ]軽 装で必す帽子着用

2.水筒持参でお願しヽ します。
コースは会場 (保健センター)で説明

主催。今帰仁村役場 主管・保健予防課

問い合わせ先 保健センター(島袋)
TEL56‐ 1234
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パ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
歌
声
を
楽
し
む

本
部
町
、大
阪
か
ら
も
参
加

今
帰
仁
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
大
会

即
興
で
歌

い
、
わ
が
今
帰
仁
村

が
発
祥
地
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

民
謡
、
ミ
ヽ
ャ
ー
ク
ニ
ー
を
披
露
し

合
う
「
今
帰
仁
ミ
ャ
ー
ク

ニ
ー
、

謡
う

。聴
く
」
が
十

一
月
二
十
九

日
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

三
回
日
と
な
る
今
年
は
、
十
四

人
が
出
場
し
自
慢
の
歌
声
を
披
露
。

本
部
町
か
ら
も
四
人
が
参
加
し

て
歌
詞
に
地
名
が
多

い
本
部
ミ

ャ
ー
ク
ニ
ー
を
歌
い
上
げ
た
。

出
場
者
中
、
最
高
齢
者

の
渡
名

喜
長
柴
さ
ん
（仲
尾
次
、
九
十
歳
）

が
明
治
の
大
先
輩
か
ら
習

っ
た
、

味

の
あ
る
ミ
ャ
ー
ク

ニ
ー
を
聴

か
せ
た
。
ま
た
祖
父
母
が
村
出
身

で
大
阪
在
住

の
与
那
嶺
美
香
さ

ん
（中
学
二
年
）
が

一
週
間
特
訓

し
た
成
果
を
披
露
し
、
本
本
場
を
盛

り
上
げ
た
。

舞
台
発
表
の
前
に
は
、
諸
志
区

出
身

の
新
城
紀
秀
さ
ん
が
「
毛
あ

し
び
」
や
で
ヽヽ
ャ
ー
ク
ニ
ー
」
に
つ

い
て
語
り
、
今
泊
サ
ミ
ー
研
究
会

が
新
築

や
出
産
な
ど

の
祝

い
の

席
で
行
わ
れ
、
掛
け
声
や
し
ぐ
さ

が
面
白
い
「サ
ミ
ー
」
を
披
露
し
た
。 ▲大阪からかけつけた与那嶺美香さん

▲明治時代のミャークニーを披露した
渡名喜長榮さん (左 )

＞
優
勝
し
た
仲
宗
根
Ｂ
チ
ー
ム

日
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少
な
い
婦

人
会
員
が
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
図
ろ
う
と
、
第

一
回
村
婦
人
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
十

一
月
十
六
日
、
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

ゲ
ー
ム
は
、
ハ
ム
員
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
、

選
手
交
代
が
何
度
で
も
可
能
な
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ル
を
適
用
。
九
チ
ー
ム
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
。決

勝
戦
は
、
仲
宗
根
Ｂ
と
玉
城
が
対
戦
。
一
一セ

ッ
ト
を
連
取
し
た
仲
宗
根
Ｂ
が
、
初
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
制
し
た
。

大
会
を
楽
し
ん
だ
我
那
覇
ト
シ
子
婦
人
会
長

は
「若

い
人
も
年
輩
者
も
楽
し
そ
う
に
生
き
生
き

と
プ
レ
ー
し
て
い
た
」
と
話
し
て
い
た
。

村婦大会が初めて
ソフトバレーボールを
楽しむ

鋒 籐由 X

―フクロウ科―
平地から山地の林に生息し一年中見ることができる
留鳥。日中は木の茂みや樹洞で休息し夕暮れから活動。
羽音をたてずに飛ぶことができ主にネズミ類を捕り、
ヤモリや昆虫等も捕ります。
写真は足指に羽毛が生えていないことからリュウキ
ュウオオコノハズクと思われる。
フクロウ類は、古代ギリシャの女神アテナの持ち物
で知恵の象徴とされていました。今では、縁起物とさ
れ色々なグッズがあります。
フクロウ類にあやかり今年もいい年でありますように。
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シリ‐ズ各轟     ちの
オオコノハズク

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

観察地 (村内各地)

今泊


